９　ボランティアの活動

昭和52年、道立近代美術館開館の年に任意団体として美術館協力会(2年後に社団法人化)が発足した。そのもとで始められたボランティア活動は、当初、売店部門のみであったが、翌年に解説部門、その10年後に資料部門が加わり、さらには平成6年の組織改編を経て、現在の7部体制となった。ボランティア活動員数も、発足当時の10数名から、平成24年度当初には214名まで拡大している。
7部の主な活動内容と24年度実績

	名称　　　　　　内容


事業部
○美術館事業への協力調整(ミュージアム・スクールおよびA★MUSE★LAND☆TOMORROW)
○美術研修旅行の企画・実施



　　「瀬戸内海美術館めぐり」5/8～12


　　「南ドイツ美の宝庫を訪ねて」9/7～16
○協力会員の親睦会「つどい」の企画・実施(年1回 / 5月30日)
○美術館所蔵野外彫刻の清掃の実施(年1回)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

広報部

○会報『アルテピア』の編集・発行(年2回発行)


○部内報『あんてな』の編集・発行(年2回発行)



○ミュージアム・カレンダー、ポスター等印刷物の配布　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

売店部

○ミュージアム・グッズの開発・仕入・管理


○ミュージアム・ショップでの販売活動


○特設売店の設営
○協力会員の入退会手続き事務　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

解説部

○常設展示室でのギャラリー・ツアーの実施


　　(火～金：午前11時30分・午後1時・午後2時、土・日：午後1時　各回約30分)



　　実施回数 ： 561回、 参加者数 ： 2,588名
○常設展示室での団体ギャラリー・ツアーの実施


　　実施団体数 ： 16団体、参加者数 ： 349名
○アート・レファレンス・サービス(ARS)への対応

(質問コーナー、図書閲覧コーナー、ビデオ・ライブラリー　利用件数:13，912件)

○道立三岸好太郎美術館でのギャラリー・ツアーの実施
(火～日 : 参加者数 ： 1，013名)
○子ども美術鑑賞事業(小学生を招待し展覧会解説、館内案内)

　参加校1校、参加者数 : 62名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

資料部

○新聞資料のファイリングおよび検索カードの作成



○館蔵品スライド等のマスキングおよび管理



○美術情報文書の分類、回覧、配架



○図書資料の整理および検索カードの作成
○館蔵品ネガフィルム・ポジフィルム・プリントの整理　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

研修部

○美術講座の企画・立案・実施（5月10日～9月20日）


○ボランティア活動員養成研修の企画・立案

○ボランティア活動員に対する研修の企画・立案(全体研修、特別オリエンテーションなど)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

特別活動部
○館外活動「美術への誘い」(美術館、展覧会の紹介)の企画・実施
開催場所:　区民センター(西区・手稲区・中央区・北区・清田区・厚別区)、介護予防センター(豊平区・手稲区)、くすみ書房、鳥雀の森サロン、創成西英寿会、札幌市北老人福祉センター 実施回数 ： 30回、参加者数 ： 493名
○小中学生から一般を対象としたワークショップの企画・実施
実施回数 : 4回（5月12日、7月3日、11月3日、2月16日)、参加者数 :  427名
